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男女共同参画推進事業報告
　「親子で考える理系の夢への挑戦」

SJWS四国・中国・九州・沖縄ブロック長
長崎国際大学薬学部　小川　由起子

　2015 年 12 月 20 日㈰、長崎県のハウステンボスに隣接する長崎国際大学薬学部（佐世保市）で、一般社
団法人日本女性科学者の会と、内閣府主催 国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事
業「親子で考える理系の夢への挑戦」との共催事業が開催された。本事業は、長崎国際大学の共催、長崎県、
長崎県教育委員会、佐世保市、佐世保市教育委員会、佐世保市少年科学館、佐世保市薬剤師会、長崎大学、
長崎短期大学、安田女子大学、水産大学校、西南女学院大学、九州歯科大学の後援、井手薬品株式会社、株
式会社信衆堂をはじめ多くの団体・企業から協賛が得られ、多大なご支援により開催できた。年末の多忙期
にかかわらず、自然科学に興味を持つ中学・高等学校生徒とその保護者、教諭と本事業に関心持つ市民（124
名）、大学教員ファシリテーター（2 名）、大学生と大学院生ファシリテーター（20 名）、本会会員（13 名）
と共に、魅力あふれる話題を提供した 5 名の科学者を講演者に迎え、総勢 163 名による、熱気のあふれる、
非常に充実した会が行えた。
　当日は 10 時より、功刀由紀子 SJWS 会長の開会挨拶、九州文化学園理事長兼長崎国際大学学長 安部直樹
氏による来賓挨拶に続き、日本社会事業大学理事長 潮谷義子氏（元熊本県知事および元長崎国際大学学長）
の基調講演「生命の不思議を知る」に続き、第一部を開催した。基調講演では、ご自身の歩まれた足跡から
職場での女性科学者の問題点、自他の命への大切さにおよぶ多岐の内容が語られた。その後、「理系での挑
戦−夢を仕事に−」と題し、4 名の科学者の講演が行われた。
　山口敦子氏（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科教授）は「海洋のいきものについて教育・研究す
る仕事とは ?」と題し、魚が大好きな幼少期の経験から始まり、長崎大学水産学部で当時初の女性教官とし
ての就任への道のり、自身の研究であるサメやエイの生態を分かりやすく紹介され、中高生に水産学部の魅
力が伝わり、さらに詳しい話を聞きたいという声も会場から上がった。
　木村了氏（女性技術士の会理事長）は「女性科学者と資格」と題し、科学技術に携わる女性技術者に資格
取得の意義を自身の経験から熱心に語った。
　勝山雅子氏（株式会社資生堂ライフサイエンス研究センター食品開発グループ副主任研究員）は「きれい
を応援する企業で〜化粧品ができるまでの研究〜」と題し、肌の常在菌から化粧品開発研究まで幅広い話題
を提供し、思春期の中高生に関心が深いスキンケアの興味深い内容が盛り込まれていた。
　大石昌代氏（ファイザー株式会社医薬開発部門クリニカル・リサーチ総括部、クリニカル・ファーマコロ
ジー部）は「面白い ! を追いかけて−ポジティブ挫折のススメ」と題し、薬が開発され患者が利用できるま
での話を通じ、挫折の中にも「面白い !」を見つけられること、目前のことに全力投球して欲しいというメッ
セージに、今後、自分で進路を決めなくてはならない中高生は非常に勇気づけられた。
　第 2 部では、学生ファシリテーターと参加者が 9 グループに分かれ、それぞれ「理系への挑戦〜期待と支
援〜」と、「夢を仕事に〜あなたが創る未来に向けて〜」のテーマについて議論し、グループごとの考えを
まとめた。
　第 3 部では、グループを代表する中高生が 5 分間ずつの発表を行った。理系へ進学する本人の不安が共有
され、保護者と学校の支援について大学受験での受験科目選択や、進学したい学科の内容の詳細を理解する
ため高大連携を強化することも有意義な提案として認識された。理系の進学にあたり学費に加えて生活費で
不安のある学生は多く、奨学金制度の充実も課題であることが分った。「あなたが創る未来に向けて」では、
自分ができることを努力し、とにかくトライする、興味あるものに一歩踏み出すなどのポジティブな意見が
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多く、夢に向けて前向きな考えが参加者に共有された。これは主催者を喜ばせ、今後、本事業の参加者の中
から女性科学者が誕生することに期待を持たせた。
　閉会式では、本会長 功刀由紀子氏より、総括と次世代を担う参加者に未来へ向けての期待の応援が述べ
られた。内閣府より出席いただいた酒井香世子氏（内閣府男女共同参画局 総務課政策企画調査官）から、
長崎国際大学への本事業開催の感謝と、閉会の挨拶が行われ、盛況のうち閉会した。本事業の内容は、当日
19 時からの「スポットインサセボ」（テレビ佐世保）でも放映され、地方メディアからも注目された。
　開催に当たり、講師の先生方をはじめ多大なるご支援とご協力をいただいた関係諸機関、SJWS の皆様に
心より感謝申し上げます。

プログラム
平成27年12月20日（日）10：00〜16：00
　司会進行：第１部、第３部　小川由起子（SJWS理事）
　　　　　　第２部　玉井幸恵（SJWS理事）
　　　　　　　　　　副島久実（SJWS四国・中国・九州・沖縄ブロック）
　開会挨拶：功刀由紀子（SJWS会長）
　来賓挨拶：安部直樹（学校法人 九州文化学園理事長、長崎国際大学学長）

【第１部】
　基調講演
　　潮谷義子（日本社会事業大学理事長、前熊本県知事）
　講演「理系での挑戦−夢を仕事に−」
　　山口　敦子（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科教授）
　　木村　　了（特定非営利活動法人 女性技術士の会理事長）
　　勝山　雅子（㈱資生堂ライフサイエンス研究センター食品開発グループ 副主任研究員）
　　大石　昌代（ファイザー（株）医薬開発部門クリニカル・リサーチクリニカル・ファーマコロジー部）
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【第２部】
　グループディスカッション

【第３部】
　グループ発表と講評
　　総括：功刀由紀子（SJWS会長）
　　閉会挨拶：酒井香世子（内閣府男女共同参画局 総務課政策企画調査官）

グループディスカッションと発表
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